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挨   拶

全日本学生バ ドミントン連盟会長

奥 井 復 太 郎

年間恒例の全日本大学学生バ ドミントン選手権大会がいよいよ開催せられます。年々全国的にバ

ドミントン界の隆昌に赴くことは皆様と共に御同慶のいたりでありますが,そのためには,今 日な

お学生バ ドミントン界の強固な基盤が大きな役割を演じております。それ丈けに本大会関係者一同

の益々自重しなければならぬ所以があると思います。

本年の大会は12月 1日 から名古屋市に於て開かれる予定であり,愛知県バ ドミントン協会及び中

部学連を中心に関係方面の方々の御協力を得て着々準備が進行中でありました。所が九月末の伊勢

湾台風のことがありました。筆紙に尽せぬ甚大な被害を眼のあたりにして,学連幹部諸君がいちは

やく私のところに名古屋開催の取りやめを申し入れて来ました。正にその通 りであります。そこで

突然ではありますが
‐
東京開催に切 り変えられました。関係者一同この転回に際 して,実によくや

ってくれました。

又関係各方面もいつに変らぬ御好意そのものでした。恙なく本大会が挙行される事を心から喜ぶ

と共に,多方面から寄せられた御好意に対し深甚の謝意を表します。そして,開催予定地であった

名古屋方面の関係者に対して,直接間接大きな被害をうけられた事について心からお慰め申上げた

く存じます。

ど′・、
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挨   拶

日本バトミントン協会々長

本    田   弘   敏

来る11月 28日 より天皇杯,秩父宮杯,秩父宮妃杯争奪,第 9回全日本大学,並びに第10回全日本
学生バ ドミントン選手権大会が 1週間に亘 り東京都台東体育館並びに足立体育館で開催される運び

となりました。

今大会に参加すべく全国より御集りになった 50有余の大学, 600余名の選手役員諸君と一堂に相

まみゆる機会を得ました事は私の最も光栄に存ずる次第であります。

近来我国のバ ドミントン競技は昨年のアジア大会での優勝を契機として国際的水準へ上昇の一途

を辿 り今年は世界最高の技術をもつマラヤ・ タイ連合軍とも親善試合を行い技術的に得る所大だっ

たのであります。

我国バ ドミントン競技のバックボーンを形成する学生バ トヽ ントン競技の最高水準を象徴すると

も云 うべき本大会に於いて選手諸君スポーツマンシップを遺憾なく発揮して,好試合を展開して下
さる事を切に希望いたします。

どうか選手諸君は,こ の意義ある大会への認識を更に新にせられ, 日本バ ドミントン界の一大躍

進を画する重要な意義を持つ大会になる様日頃練磨された技価を遺憾なく発揮し,御健斗なさる事
を期待してやみません。

本大会開催にあたり東京都台東区並びに各関係団体の皆様から絶大なる御尽力を賜 りました事に

深甚なる謝意を表すると共に,大会運営に終始不断の努力を続けられました役員各位の御苦労に対
し,心から敬意と感謝をささげて御挨拶と致します。

-4-
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挨

関東学生バドミントン連盟会長

沓   水       勇

この度この地に,第九回,第十回全日本大学並びに学生バ ドミントン選手権大会が開催されるこ
とを,深 くお慶び申し上げる次第です。

我々のバ ドミントンは,我国に関する限り,歴史のいまだ浅いスポーツのひとつです。しかし,

今日,これ以上普及し, これ程国民に愛されているスポーッも少ないと考えます。バ ドミン トン

が,オ リンピックの競技種目に加わる日も近いと, しばしば聞く所以も, またかかる理由にもとず

くと考えます。この国民の期待と関心にこたぇて,我国スポーツの水準の上昇と内容充実に貢献す

るものは,ひ とえに,かかる大会をとおしての,諸君の努力と活躍にあるものと信 じます。諸君の

生気あふるる斗いをとおして, まさに,我国バ ドミントンの将来の発展が託されております。諸君
の善戦を深く期待するものです。なお最後に,本大会開催に際し,お力添えを賜わった関係者皆様
に,ふかく御礼申し上げます。

拶
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挨   拶

台 東 区 長

三   木   筆

全日本学生バ ドミントン選手権大会が,11月
28日 から6日 間,台東体育館で開催され ます こ と

は,地元台東区にとりまして,こ の上ない喜びであります。

最近,イ ンドアースポーツとして
バ ドミントンの普及ぶりは,ま ことにめざましいものがありま

すが
'こ の時あたかも台東体育館におきまして

い
その学生選手権大会が開かれますことは,非常に

意義深いものがあると存じます。

全国各校から選ばれてこの大会に参加される選手諸
君は,平素練習された技能と旺盛な体力とス

ポーツマンシップとを遺憾なく発揮され,出身校の栄誉と期待に応え
られんことを希望 いた しま

す。

終りに,こ こ台東区は,江戸時代から庶民文化の地とし
て知られておりますが, もし余暇があり

ましたならば,心ゆくまで台東区の初冬を味っていただきた
いと存じます。

選手諸君の御健闘を心からお祈り申し上げ,私の御挨拶といたします。
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全 日本大学バ ドミン トン選手権大会記録
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郡 山 女 子 短 期 大 学
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全 日本学生バ ドミン トン選 手権大会記録
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野 寺 京 子・

部 と し 子・

生 加 世 子・

浦   節・
谷 紀 代 美・

謁 子・

・鈴 木 千 代

ろ (福 島 大)

さ (日 女体短)

子 (三 島 短)

子 (成 咲 大)

子 (京 女 大)

子 (京 女 大)

子 (岡 山 大)

子 (京 女 大)

子 (大阪府大)

子 (尚 細 大)

子 (日 女体短)

子 (日 体 大)

′′新 谷 紀 代 美 (日 女体短)
″二 塚 和 子 (京 女 大)

笹

斎

松

塚

大

塚

瓜

三

新

畑

″
複

″

″
複

″

″
複

″

″
　

・

ζ

、
　

　

　

　

ｒ

、

　

　

　

　

‘́

、
　

　

　

　

　

　

一
Ｑ
υ

松 本 享
石 浜 絢
草 野 千 栄

良 倉 邦
南 波 奈 津

沢 木寸 国
野 村 京
高 橋 順

第 九 回



I 開  会  式  (11月 28日 土。午前9時 )
1.役 員 選 手 入 場

2.開  式  の 辞
3.国 歌 斉 唱

4.開 会 宣 言

5.優 勝 杯 返 還

6.開 会 の 挨 拶

乙 祝 辞

8.歓 迎 の 辞

9.選 手 宣 誓

10.競 技 上 の 注 意

11.閉  式  の 辞
12.役 員 選 手 退 場

I閉  会  式  |
1.役 員 選 手 入 場

第一日目  11月 29日 (上 ) AM
A.MI

A.MI

AM

A.MI

A.M

A.MI

A.M.

P.M.

大 会 次 第

司会

(関東学生バドミントン連盟委員長)

(全日本学生′ミドミントン連盟委員長) 春 日   1操

(全 日本学生バドミントン連盟会長)

(日 本 バ ドミン トン協 会 長々)

(台   東   区  々  長)

(関 東学生 バドミントン連盟会長)

(関東学生バドミントン連盟副委員長)

(立 教大学′ミドミン トン部主将)

(日 本バ ドミントン協会常務理事)

(関東学生′ミドミントン連盟委員長)

奥 井 復 太 郎

審  半|1 長

(12月 3日 木 。午後 3時 30分 )

競 技 委 員 長

石 り|| 千 明

川 端 昇 市

大 会 々 長

大会副委員長

奥 井 復 太 郎

大  会  日  程

夫

彦

晴

明

雲
　
上

三
　
井

敏
　
一　
勇

巌
　
一　
彦

彦

広

筆
　
　
　
　
栄

昌

明

田

木

水

山

井

藤

上

本

三

沓

内

永

兵

井

夫
　
明

秀

千

浦
　
川

三
　
石

辞

表

彰

拶

言

辞

場退

の
　
発

　

　

挨

宣
　
の
　
手

式

績

　

会

会

式

鰤

開
　
成
　
表
　
閉
　
閉
　
閉
　
役

9:00 開会式第一会場 台東体育館
男子団体戦 ″   ″
女子 ″第二会場 足立区立体育館
男・女団体戦 (決勝)第二会場
個人戦 第一・第二会場
″         ″

″  第一会場
個人戦 (決勝)第一会場
閉会式 第一会場

第二日日

第三日目

第四日目

第五日目

第六日目

11月 29日 (日 )
11月 30日 (月 )

11月  1 日 (火 )
12月 2 日 (水 )
12月 3 日 (木 )

10:

11:

9:

9:

9:

9:

9:

3:

- 10 -
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大 会 役 員

名 誉 会 長

名 誉 顧 問

長

会  長

与

大 会 委 員長

大会副委員長

大 会 委 員

総務委員長

総務副委員長

日本バドミントン協会会長

台  東  区  区  長

東京都 ′ミドミン トン協会会長

全日本学生′ミドミントン連盟会長

関東学生バドミントン連盟会長

関西学生′ミドミントン連盟会長

日本′ミドミン トン協会副会長

川 田 博 美  山 田 大 秋

大 泉 行 雄  西 園 富 吉

伊 沢 三 郎  五十嵐 正 信  |

米 国 喜一郎  瀬 戸 喜 行

全日本学生バドミントン連盟委員長

′′    ″    副委員長

弘  敏

筆  一

富 次 郎

復 太 郎

勇

俊  一

兼  敏

宮 本 馨太郎  徳 川 義 親

森 友 徳兵衛  ′lヽ 飼 栄 一

本

」ヽ

奥

沓

石

広

高 柳 真

伊 沢 兵

村 山 安

田

木

林

井

水

渡

田

衛

雄

会

　

副

問顧
　
　
　
　
参
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春   日

西

河 合  糸L

相 原 芳 仁

村 田  敏

高 木 孝 一

青 山  考

久 富 寿 男

操

秀  夫

政  弘

内 藤 安 雄

力 石  潔

石 川 千 明

日出谷 勝 造

田 中 康 夫

徳 重 英 樹

大久保 英 俊

兵 藤 昌 彦

山 中 武 一

井 上 明 彦

植 谷 敏 雄

永 井 信 夫

浦

　

山

川 端 昇 市  今 井  先

吹 田 修 一  秋 元 信 一

小 宮 淳 広  佐 藤  勝

本 間 正 志  岡 崎  正

内 山  巌 小 森 晟 二

大 西 信 夫  黒 田 直 義

増 田 幸 一

日本バドミントン協会常務理事

日本′ミドミントン協会常務理事

田 村 英 子

内 山  巌

三 浦 秀 夫

三 浦 秀 夫

佐 藤  勝

瀬 戸 征 二

石 川 千 明

石 川 千 明

今  井 先

秋

　

大

元   信

久 保  英 俊

庶  務  係

会  計  係

渉  タト 係

宿合,交通係

式  典  係

能 村 修 而

能 村 修 而

■ ■

ヽ



■

競 技 役 員

総 務 委 員 長

′′副委員長

日本バドミントン協会常務理事

日本バドミントン協会常務理事

今
　
秋
　
大 久
　
Ｆ戯脱佐 藤

井

川  端

内  藤

兵  藤

相 原 芳 仁

先

信  一

保 英 俊

村 田  敏

昇  市

安  雄

昌  彦

河 合  糸L

一九

総 務 委 員

競 技 委 員長

″副委員長

審  判  長

副 審 判 長

第一会場会場主任

コー ト主 任

進  行  係

記  録  係

放  送  係

連 絡 報 道 係

会場 整 備 係

シ ャ トル 係

受  付  係

救  護  係

第二会場会場主任

コー ト主 任

進  行  係

放  送  係

記  録  係

連 絡 報 道 係

会 場 整 備 係

シ ャ トル 係

受  付  係

救  護  係

整  備  係

審  判  員

及 競 技 委 員

井 上 明 彦  内 山  巌
日本バドミントン協会常務理事

日本バドミントン協会常務理事

日本バドミントン協会常務理事

吹 田 修 一  カ 石  潔
瀬 戸 喜 行

石 川 千 明  能 村 修 而
石 川 千 明  能 村 修 而

開   衛  浅 見 征一郎
三 雲 晴 夫  中 野 湘 子
浅 黄 達 雄  本 間 正 志

係
　
係

備
　
舎

警

宿

石 川 千 明

開   衛
谷 沢 由紀子

谷 沢 由紀子

石 川 千 明

三 浦 秀 夫

今 井  先

内 山  巌

瀬 戸 征 二

土 居 弘 子

田 中 敦 子

柏 館 正 紹

福 田 辰 治

成 願 恵 子

井 手 陽 子

井 手 陽 子

福 田 辰 治

板 垣 隆 房

石 川 千 明

酒 向 克 郎

長谷川 武 司

寛 考 一 郎

能 村 修 而

浅 見 征一郎

竹宇治 絹 枝

竹宇治 絹 枝

能 村 修 而

石 川 千 明

佐 藤  勝

森 広 建 彦

佐 原 美 子

田 中 茂 子

矢 川 辰 雄

浜 野 辰 昭

湯 浅 良 子

阪 西 紀 子

阪 西 紀 子

浜 野 辰 昭

滝 沢 敏 郎

内 藤 成 康

岩 佐 俊 二

鈴 木 幸 春

川 日 勝 義

- 12

山 中 武 一  浅 黄 達 雄

木 下 善 康

山 中 武 一

山 中 武 一

浅 黄 達 雄

浅 黄 達 雄

小 宮 淳 宏

三 雲 晴 夫

長谷川 陽 一

佐 藤 次 之

永 田 精 男

花 島  実

出 日 京 子

大 林 義 和

山 下 好 一

久 保 勝 義

石 井 善 紀

蔵 征  広

小 栗 和 平

小 宮 好 雄

板 垣 善 憲

浅 見 征一郎

田 部 光 雄

■■■■



宇 田 純 二

本 田  修

佐 藤  敏

原  紘 一

稲 村  治

大 平 智 文

和 国 雄 喜

能 村 修 而

原 野 圭 司

宮 永 武 司

渡 辺 輝 久

斉 藤 裕 之

金 森 義 弘

斉 藤  斉

二 村 庸 雄

宮 崎 浩 平

高 橋 勝 正

宇 野  充

小 林 宏 征

森 田 桂 二

安 藤 正 直

成 願 恵 子

阪 西 紀 子

岸 川 礼 子

谷 沢 由紀子

間 宮 美 紀

水 馬 迪 子

諸 田 みや子

岡 野 俊 樹

桜 井 謙 次

守 屋  篤

砂 川 久 寿

五味川恭仁雄

小 沼 俊 介

松 坂  勲

松 田  均

臼 井 宣 之

石 神 興 喜

木 下 善 康

霧 生 嘉 和

永 井 宏 正

阿 部  務

稲 永  満

坂 下  淳

石 橋 秀 彦

榎 本 忠 雄

坂 井 恒 亮

中 田  稔

佐久間 弘 之

出 日 京 子

森  矩 子

田 中 敦 子

池 田 千 品

高 橋 順 子

中 村 重 子

金 指 英 子

菊 地 秀 禎

柏 館 正 紹

桑 名 光 彦

安 藤 秀 男

沢 田  力

堀 井 永 直

加 藤 治 郎

高 井 貞 夫

岡 野 哲 郎

行 形 和 也

森 広 健 彦

武 井  司

輿 石  太

戸 松 秀 雄

吉 野 嘉 保

市 岡 竜 三

大 室 伸 一

安 田 寛 志

泉  武 司

田 中 文 夫

小笠原 誠 一

土 居 弘 子

藤 田 靖 江

田 中 茂 子

平 松 臨 子

岡 田 孝 子

隅 田 恭 子

湯 浅 洋 子

桑 沢 英 晴

矢 川 辰 雄

安 井 藤 夫

神 林 忠 一

森  晃 一

野 津  智

井 門 鎮 雄

小 杉 良 雄

猪 浦 健 三

関 野 洋 夫

浜 野 辰 昭

谷 口  昇

遠 藤 真 男

露 木 茂 之

大 森  成

小 日 高 秀

香 川 佑 三

宮 廻 孝 夫

大世古 吉 弘

杉 林 九一郎

大 坪 安 幸

佐 原 美 子

鎮 西 由 恵

竹宇治 絹 枝

神 戸 智恵子

阿 部 陸 子

湯 浅 良 子

河 井 恭仁子

竹 村 孔 一

斉 藤 昭 一

菅 原  毅

久保田 忠宣

船 山 幹 広

川 津 増 雄

開    衛

重 富 信一郎

中 西 哲 郎

北 田 直 吉

福 田 辰 治

新 田 昭 雄

細 川 昇三郎

斉 藤 信 行

中 込 賢 治

増 山 文 雄

秋 草 道 之

重 宗 紀 彦

林  矩 正

広 島  :薫

伊 藤 孝 一

井 手 陽 子

山 田 洋 子

中 野 湘 子

相 場 佳 子

池 間 祥 子

朝 倉 充 智

木 村 元 子

-13-



試  合  日  程

第 2日 目 (11月 29日 )(日 )

会  場

コー ト

10.00

12.00

時間

1214.00

16.00

18.00

14 15 16

3 4 5

7

4

21 22

25

MT
21 3

|
8  1   9

26127

足 立 区 立 体 育 館

コー ト|

11.00

10 11 13 13.00

1017 18 15.00

1217.00

19.00 11 14

2 3 46

9

3

~|

会  場台 東 体 育 館

21 4 1 5

1911
‖~||

‖` 、
||  

｀
、

8  11

11時間

|~

|_L

会  場

3029 31

16

33

足 立 区 立 体 育 館

コー ト

9.00

11.00

13.00

15.00

17.00

2 3 4

時間
M

MT

28

Ｔ

３４

Ｍ

‐

LT
15

18

贋房完悔聞 免 ん
ロニ由L_

スキヤ禍店・ スキヤ本喬センター

大 阪 店・ 北 久 宝 寺 町

本  店・ 八 菫 洲 運 9
東京駅店 0東 京 駅 ろ店 街

ビダ三3入 り御せば
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第 1日 目 (‖ 月28日 )(土 )

1

1

|

‖

||

LT
1

|

||
|_|

|

|

|

|

|~

|

‖

|

|



第 3日 目 (ll月 30日 )(月 )

会  場 台 東 体 育 館 足 立 区 立 体 育 館

コー ト
3 4 6

38  1

8

|

|   つ′
1  4~r

l~
1   32

40

48

LD l

7 .  9    10    11 12

9.00 MD l 2 3 5

21

74  1
~|
121 13 1  14 1  16 17 5 6

2

9 ' lo

13 14

7

11

16

22  1   23

_1_

30

10.00

9       10       11 8

16 r8 19 I 20 22 I 23
~|~|~
29  1   30  1   312sl 26 16

20

24

6

9

13

17

21

25

12

29

33

11.00

30

30

18.00

33     34

30     41     42

27

35

43 44

36 st 17    18    19

45 J orl o,
|一

ol  l

_二_|
12.00

30

4e I 50l sr 62

59 60

67

76

53 54  1
~‐ ~|

62  1

47  1
~|
55  1

|

_二LI

22

30

38

46

54

62

70

28

LS l

55 66 25

63

MS l

26     27

2'     30     3157 58
~|~|~|~|~

1 3.00  1   65 68 69 70 ア1

30 73 8  1
~|
12 1

16

14.00 2 4 6

13 14 16 16

23 24

31 32

39 40

10

17 14

18

6 8 11

30

15.00

16.00

30

7

18 19

30 26

1 501 51 1
1~|~|~

1 58 1 59 1

20 ２１

一
２９

一
三

４５

一
“

19

23

20

2428

62

48 49

66

22

26

翌_L
|

34  1

38

46

33  1
~|
41  1―

|― |―
34  1   35  1   36
_|_

42  1

27     28

31

17.00 57  1 35  1   36
― |― |― |

39     40

37

4160 611 63 64

66     67  1   68 1 71 72 73 42     43     44     45

30  1   74  .   75  1   76  1   77  1   78

78 79

10

-15-

39

77

2

4

1    4

7

3

12

75

3

74

66

43 44

69

11

15

_|_|_

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 株 式会 社東 京 台東祀:謳



第 4日 日 (12月 1日 )(火 )

会  場 台 東 体 育 館

5

83  1   84     85

足 立 区 立 体 育 館
コー ト|

一

―

…

上

一　

　

　

　

一

∃ ．

‐２

一
％

一
”

鳥

一
“

一
５３

・
５８

・

＝

一
γ

３８

・
４２

・
”

一
引

一
７

間

9.00

30 89

97

105

113

121

81

一

Ｉ

Ｆ
ヽ
一

7   1   8

86     87

94     96

9

|ILD 32 1

Ю

一
二

３７
88  1

lo.oo ) ss

90

98

106

99 102

110

40

etl n i*
100  1  101 103

111

119

127

92

47  1

41

50

55

60

30

11.00

30

12.00

―

― ‐

|

104  1

_1_

|

~|~

l14

122

107

115

123

86

98

116
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第 5日 目 (12月 2日 )(水 )

＼

会    場 台 東 体 育 館

コー ト
1 2 3

| |

4 5 6 7 8

9.00 MD 128 129 130 131 132 133 134 136

104 106 106

184 185 186 187 188 189 190

192 193 194 196 196 197 198

200 201 202 203 204 206 206

208 209 210 211 212 213 214

216 217 218 219 220 221 222

224 225 226 227 228 229 230

232 233 234 235 236 237 238

240 241 242 243 244 246 246

248 249 250 251 252 253 254

256 257 268 259 260 261 262

264

272

|

―

|‐

266 266 267 268 269 270

273 274 275 276 277 278

280 281 282 283 284 85 86

288 289 290

292 293

296

298

LS  103

MS 183

191

199

207

10.00

11.00

12.00 215

223

231

239

13.00

14.00 247

265

16.00 263

271

27916.00

287

17.00 291

296

29718.00

ご

ヽ

ド

‐

ゃ
ヽノ ン ト ンネ ツ トは カ フ

゛
卜 F口を厳正規格品

ネツ トは競技に如何に大切であるかお気付にな りますか
ネツ トは戦の川中島です、  これを悟る将が戦の勝です

審判の方も選手の方も気持ち良く競技が運行出来るネツトは

唯だ一つカプ ト印です

東 京 ネツ ト製作所
東 京 都 葛 飾 区 下 千 葉 907番 地

- 17 -

294   1



第 6日 目 (12月 3日 )(木 )

i r,ro r sa

コー ト

9.00

13.40

14′ 20

〈
ロ 東 体 育 館

2 5 6 8
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302

137

46

会    場

138   1    139

300

LD 46

~~~~~~¬ ~~~

9.40

10.20

MS 301

12.20

13.00

LD   44

MS 299

141

47

143

110

MD 140 1

MD 142 1

~~~「 ~~
LS 107 1 1081].00

11.40

LS  109
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立 教 大 学

西 南 学 院 大 学

大 阪 経 済 大 学
―
1

北海道糠 大学札幌分校―

男 子 団 体 戦

28 30

法 政 大 学

岡  1山   大  学

|――北  九  州 ・大  学

4

33

24

27

12

i3

14

18

日  本  大

立 命 館 大 学

6

山  形  大  学―
―

大 谷 大 学

7

青 山 学 院 大 学
―

神 奈  りII 大  学
― 9

神  戸  大

5

東 北 学 院 大 学

大 阪 学 芸 大 学

一 橋 大 学

11

関  西  大

勝利の味を

一番多く知っている…

20

22

23

29

35

34

早 稲 田 大 学

―
― ―
同 志 社 大 学

大 阪 市 立 大 学

北 海 道 大 学
21 1~

15

-― ―関 東 学 は 学

―一 日 本 体 育 大 学

16

――― 神 戸 商 科 大 学

甲 南 大 学

中 央 大 学

明  ′治  大  学
―

|

南 山 大 学

―

|

北 海 学 園 大 学

17

-―
関 西 学 院 大 学

31

10

東  北  大  学

熊 本 商 科 大 学
3

― 富 山 大 学
19

慶 応 義 塾 大 学

GOSENシ ャ トル コック

大阪スポーツ
…が第八回全日本学生東西対抗戦を

大阪でお待ちしています

ゴ ー セ ン ガ ッ ト合 繊 ラ ケ ッ ト

-19-

|

|~|



ターミナル・ デバート セントラル・ デバート

日 本 橋渋谷・ 池袋

東績
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陶
ν
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女 子 団 体 戦

日本 女 子体育短期大学

―

|

3 1
|大阪学芸大学
¬_|~

三 島 学 園 大 学―
|

宮 城 学 院 女 子 大 学

-1
岡  山  大  学

―

|

青 山 学 院 大 学

-1

|―― ― 京 都 女 子 大 学

|―
米 沢 女 子 短 期 大 学

13

|

― 18

―――山 口 女 子 短 期 大 学

15 16 __ 9

'一
― 慶 応 義 塾 大 学

―

熊 本 女 子 大 学

|―
― 東 京 学 芸 大 学

|――立  教  大  学

|―
神 戸 女 学 院 大 学

10

-日
本 体 育 大 学

18

ヽ

大 阪 樟 蔭 女 子 大 学
―

51-―

6 1-

121_
福 岡 女 子 大 学

同 志 社 女 子 大 学

17

-21-

鼈 甲製 品専門店
■・
I

ハ
Ｕ
′
′

OISE SH LL

Ｔ
、
SURUYI,L
GINZA・ ASAKUSA

株 式 会 社

ソ ノン ヤ 商 事
取 締 役 社 長 沢 辺 彦 一 郎

本  店  東京都台東区浅草雷門 2ノ 11
電  話   (84)  8 3 1 4 番

銀座支店  東 京 都 中央 区 銀 座 5ノ 4
電 話 (57)6753番

大阪支店  大阪市南区難波新地五番町42
電 話 (大阪 64)9345番

14

ll
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:960年 新 製 品 発 売 開 始

日本バドミントン協会検定合格

バ ド界に革命的 ニツの 実用新案特許

ニツの検定合格球

全国運動具店有 1)

○ユニバァス トヨダ
OC.M.バ ー ド

☆シヤ トルは打球感が良くブレが無い

使つて気持ちも良く経済的
Oト ヨダのシャ トルは打球感が重く感 します。これは実案の特別加工に
よるコルク尖端が柔かくガ ント面に保つ瞬間が長いからです。
O重量は我国では一番軽自信を持つて思いきったテクニ ノクの使えるト
ヨダのシャ トルを御愛用下さい。

´
、

実用新

☆ラケットのシヤフトは人間の心蔵部
Oス チールンヤフトは何故木製ンヤフトより使い易いでせうか ?
Oそ れは鋼鉄の強力と鋭敏な弾きが力を補うからです。
Oス テップ付実用新案はンヤフトに手首を付けてスナップを利かす役
割を致します。力は要りませんコツで打つて下さい。
O攻撃にするどいスピードを増しレン~プは確実なキャッチをし生き
たスチールンヤフトです。

イ卸注 意  ステップの位置が三段階に分~ けて製作してありますので貴
方の力にマッチした位置のラ
ケットをお選びになってお求
め下さい。

☆シープの味の

トヨダのガット
最後の一本までゆるますベストを尽す
最高の″ントは、味と耐久力のトョダ
のガント

11(イ ンプン)シ ープ (夏季用 )
15(ヒ フテン)ン ~プ (冬季用 )

③弱 ②普 ①強≡

≡

≡

≡

≡

≡
≡
〓
≡

≡
≡
≡

≡

≡

≡

≡

!!ス ポーツの中でもパドミントン競技は頭脳的プレーです!!
トヨダの製品は経験が絶えず合理的研究を続けております。

訴案特許

⑫ヤリい立 神田



男 子 シ ン グ ル ス (1)
永 井 (立   大)
高 宮 (中 京 大)
祖父江 (甲 南 大)
大 畑 (岡 山 大)

露 木 (中   大)

木 村 (大 阪 市 大)

村 井 (北 海 学 園)

高 橋 (南 山 大)
工 藤 (日   大)

徳 田 (立 命 大)

49

50

瀬
65

天
184

1 -― ―松――1 66

-―
佐

―
― 稲

67

山

64

-一 石

7

野 (法   大)
林  (日  体 大)
本 (大阪経済大)

部 (中   大)
井 (北 九 州 大)

戸 (慶   大)

野 (神 戸 商 大)

井 (大阪経済大)

藤 (立   大)
永 (青 学 大)
本 (熊 商 大)
本 (神 戸 商 大)

木 (立   大)
尾 (神 戸 大)
杉 (慶   大)
西 (大 阪 市 大)

利 (青 学 大)

――― 平
63

6

48

273

183

]85

187

188

阿

:|

51
271

山 端 (同 志 社 大)一
2

久 富 (西南学院大)― ――― _

62 ‐ ―
石 神 (慶   大)―

福 田 (関 西 学 院)― ――
53 ._

永 井 (中   大)‐― ―

重 宗 (神 奈川大)――
ul_  78

猪 瀬 (久 留 米 大)一―  | ―

相 沢 (東 北 学 院)一  |

小宮(平)(立  大) 一   l

4

67
丹 羽 (北   大)―一

佐 藤 (明 学 大)- 1

――――渡 部 (甲 南 大)
68

本 田 (北   大)244

246

76

77

―‐メ|1 津 (法   大)
`  |―爆  (勝)(日   大)
186  1-―安 厳 一 橋 大)
――
―
領 木 (関西学院大)

70

69

岸 本 (同   大)
並

7:

9

中
72

毛

73
石 橋 (早   大)
犬 飼 (南 山 大)

―
田 代 (熊 商 大)-  10

-一 寺 田 (日 体 大)
74

松 田 (関西学院大)
五味川 (法   大)
渡 部 (山 形 大)
佐久間 (北 学 札 分)

白 井 (関   大)
加 藤 (明   大)

287

池 田 (立 命 館 大)

浅 川 (日   大)

伊 勢 (富 山 大)

55

伊 藤 (早   大)―
66 -――

勝 野 (北 九 州 大)一
―

|

大 林 (関西学院大) |

|

宮 崎 (青 学 大)― ―
58

斉藤(斉)(中   大)一 ― ―

沢 田 (法   大) 一 _
69

浜 畑 (東北学院大)一

五十嵐 (北 学 札 分)

苗 村 (神 戸 大)
60

床 尾 (立 命 大 )
61

遠 藤 (1中   大)一 ―――

. 189

~ ~ 76

ir Hrl,r,J lll t 
u 

,,

|

129
(1)

9

②

――――阿 部 (立 命 大)
|~た 与
111 

月

大 平 (法   大)
北 方 (大 谷 大)

+(E t)
2[i 村 (明   大) ― ―

一-23-

246

190

78

47 1
|~|   |

1 1_|
__|

|

241

1801-―

２３９

　

　

一

|  |
|  |
2401-― |

|

|

|~|
|

|

|

|

|

|

|―
―
― |_

2421-

|__



取締役社長  俣  里予 健  輔  ●●●●●●●●●●●●●●●●
本 社 :東 京 都 千 代 田 区 九 の 内 3ノ 6

負反聖予ラ薔誕廻

1lN口 LINES

定 期 航 路

東カナタ、ニューヨークー日本

西 オ ー ス ト ラ リ アー日本

イ ン ド、パ キ ス タ ンー日本

バ  ン  コ  ン ク~日 本
カナダ大西洋岸―東南アフリカ

日東 化 学
本社 東京千代田丸ノ内新丸ビル

1巴  料。工業薬品
油脂製品・合成樹脂

24



男 子 シ ン グ ル ス (2)

―
―
鈴

95

宮
18

199 」ヽ

田

木 (明   大)

崎 (神 商 大)

林 (神 奈 川 大)

中 (日 体 大)

園 (西 南 学 院)

松 (中   大)

崎 (岐 薬 大)

敷 (大 阪 市 大)

北 島 (立   大)

安 藤 (関 東 学 院)

小 迫 (関   大)

西  本寸 (日      大)

広 瀬 (甲 南 大)

八島(祥)(東北学院)

加 納 (岡 111 大)

楠  (立 命 大)

斉 藤(裕)(中 大)

山 本 (関   大)

高 橋 (明   大)

中 嶋 (北 学 札 分)

宮 廻 (神 奈 川 大)

,K 室 (関   学)

小 サ||(早   大)

古 沢 (神 戸 大)

中 西 (関   学)

堤(英)(熊 商 大)

太 田 (山 形 大)

花 田 (明   大)

久 郷 (一 ツ 橋｀

石 田 (南 1増  大)

細 チ||(中    大)

川 田 (立 命 大)

永 井 (北   大)

藤 井 (岡 山 大)

釜 瀬 (北 九 州 大)

藤 田 (大 谷 大)

井 門 (法   大)

杉 江 (関   大ヽ

日 野 (東 ヨヒ 大)
野 I申,(慶   大)

森  (北 海 学 園)
徳 重 (熊・商 大)

佐藤(俊 )(日   大)
大)

大)

大)

12

13

79

80

81

82

83

19:

192

194

196

196

197

198

247

248

260

275

261

252

200

201

202

203

96

―

―
―

‐―

戸

97

98

川

山

森

‐
―
―
― 堺99

|一定
119

-島

(法   大)

(早   大)

(富  |コ 大)

(同   大)

(岡  |■1 大)

(明   学)

(関   学)

(日   大)

(関 東 学 院)

(甲  南 大｀

(法   大)

(慶   大)

(青   学)

(神  戸 大)

(熊 商 大)

(中   大)

(明   大)

(西 南 学 院)

(東 北 学 大)

(法   大)

(立 命 大)

(日  体 大)

(北 学 札 分 )

(青   学)

(関   学)
(日   大)

(大 経 大)
(慶   大)

15

84

86

87

100

102

103

20

花

塚

森

植

佐

塚

名

田

部

木

間

岡

田

藤

崎

瀬

藤

―

|

__二五|

| ]01

296

優 勝 戦

302

- 25 -

|―岡~1生
広

５３

　

　

　

　

　

一

２

　

　

　

一

―

遠
104
――輿 石

― 小 林
105

松 本

―
―
安 彦
22

海
106

-‐― 高 橋
278

91

92

93

|_1107
~ 205

108

254

大世古

西 村
大 森

野 呂

―

鈴 木
109

―
―中 西

一示

慶
　
中

慶

築

賀

竹

都
　
有

佐

17

206
一
三 浦
23

|__| 小 森 (南 IЦ  大)
板垣(兄)(立   大)

94 110 '

憑仁文贔魃轟八嘔跛鶉尚躙鱚鰤咆 |

|_|

．

４

一
　

　

一

一

１

一

　

一

~|

|~ |~|
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F開」紙・官装紙・ 筆記用紙・図 画 用 紙
新聞紙・ 薄業紙・ 煙草用紙・其他―敷用1紙

十悔製紙株式舎紘

東 京 都 中 央 区 銀 座 束 二の回

十條・伏木 0都島・小倉・八代。坂本 。釧路
工 場

蔵 長  金 子 雀 ― 郎

ロ

ロ
■

のぉ土産〈
ξ′|ゴた鋪の

1禾

常盤堂雷 お まし本舗
__   _ _    __                  コ・  ● コ・  0

:美 草 (84)565電

濃 草 雷 円 角

a

京
L  、

几 。赤・
｀

山 田 紙 器 株 式 会 社

本社・ 工場 住所 東 京 都 品 川 区 荏 原 3-203
TEL(78)1006o4935

紙 器 一 般 紙 管
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墨 子 シ ン グ ル ス (3)

野

田

井

本

場

垣

崎

田

木

星

新

中

山

石

西

柏

其

花

池

谷

行

堤

小

松

松

(法   大)
(中   大)
(岡  山 大)
(同   大)
(北 海 学 園)

(神  戸 大 )
(日   大)
(北 九 州 大)

(立   大)
l11 127

129

130

3024 1 木 (甲   南)
八島(元)(東北学院)

l12

113

207

208

209

210

211

212

213

]14

115

251

l16

256

257

281

282

259

260

261

262

216

216

218

219

221

|ら8~村 牧(神 奈 大)L――――提 幸 (熊 本 商 大)

`り

」  大 )

西

野

田 (関   大)
川 (中 京 大)
藤 (山   形)
津 (法   大)

田

口

形

林

本

岡

(同   大)
(中   大)
(慶  ・ 大)
(甲 南 大ヽ
(早   大)
(東 北学 院)一 ――
(南 山 大)

l17

_芝  田 (同   大)

(関 東 学 院)一¬
,ス  |

(立 命 大)ニコ而
(青 山学 院)――――

131_ 
黒~~~.31ァ

‐ __ |」217      .」
Rl

l_lY_村

(成 咲 大)

(青   学)
(関 西 学 院)

(日   大)
(青   学)
(大 谷 大)
(富 山 大)
(法   大)
(慶   大)

Λ
ハ
　

ー
、
，
　
卜
す

琳

，
　

′
一
　

ｉ
■

一
２

一　

　

一

一
３

一　

　

一

―

「

″

一

田

円

村

上

水

沢

沼

田

小笠原

川 上
吉 野

山 本 l19

121

123

124

291

133

136    
「ト

__:■久
上

136

脇 (法   大)
込 (青   学)
保田 (久 留 米 大)

広 (西 南 学 院)

島 (関 東 学 院)

間 (中   大)
上 (慶   大)
林 (法   大)
海 (神 戸 大)
田 (日 体 大)

大 )

大)

大)

山)

大)

大)

大)

山 (神 戸 商 大)

原 (明   大)

長谷川(武 )(立 大)
(北 九 州 大)―薫:~i

(神 奈川 大)‐ I

林

谷

田

田

倉

泉

鈴

北

大

米

岩

太

米

li ( rrj in ';j: lt;)
120

E (t lrx ilj ,()
(立   大)― ―

137
(法   政)
(中 京 大)
(日   大)
(関   学)

白 井 (中   大)
服 部 (北 学 札分)

佐 藤 (北   大)
塚 本 (同   大)
丹 羽 (慶
久保田 (法

中 田 (日
田 中 (大
武 村 (関

―神
34

山 (法
139
高 谷 (岡 山

市――――伊 藤 (日

1翌主__丹 羽 (南

沢 (早

村 (立 命
森 田 (一 ッ橋

2」 __¬

122 1

300

(3)  (4)

大)―
126

人 )

体 大)
阪 経 大)

大 )

29

126

214
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35
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団 扇 扇 子

カレンダー
製 造 輸 出

株 式 会 社 テ
Ｊ
■
日 場 仙

東 京 都 中央 区 日本 橋 小舟 町 二 丁 目五 番 地

{
九
九

番
番電 話 茅 場 町 60 四

新 鮮 な 川 魚 料 理

鰻だつ た ら一級品

銀座へ行けば誰でも知つてる

銀 座 二 丁 目

蒲焼の店

TEL(56)7793

メイスπケロト

毎日9。30・ 21。30 導子生80円―嘉1100円

後楽曰アイズ′Tレス

- 28 -

和 田 :Zゝ
:上璽L



愧ツ
男 子 シ ン グ ル ス (4)

小 宮

四 柳

登

森 田

井 上

小 木

小 関

扇 田

金 森

宮 永

守 屋

矢 野

西 谷

大 坪

佐々木

服 部

野 田

増 田

平 田

山 田

野 村

卜 部

中 村

石 谷

武 井

額 谷

山 野

稲 村

堀 ロ

石 川

花 見

田 村

日出谷

林

高 井

薙 野

高 田

(立   大)

(成 城 大)

(大 谷 大)

(神 戸 大)

(中   大)

(早   大)

(山 形 大)

(大 阪 市 大)

(中   大)

(慶   大)

(大 阪 経 大)

(北 九 州 大)

(関   大)

(関 東 学 院)

(福 島 学 芸)

(日   大)

(西 南 学 院)

(北 学 札 分)

(神 戸 大)

(慶   大)

(青 山 学 院)

(甲 南 大)

(一 ツ 橋)

(関 西 学 院)

(中   大)

(富  1山 大 )

(同 志 社 大)

(法   大)

(同 志 社 大)

(南 山 大)

(北 海 学 園)

(岡  |コ  大)

(東 北 学 大)

(日   大)

(慶   大)

(北 九 州 大)

(法   大)

143

36

144

145

147

37

148

149

38

150

151

|

391-

戸―横
1 41
~~~~~刀
Π

(慶   大)

(日 体 大)

(中 京 大)

(神奈 川 大)

(関   大)

(北 学 札 分)

(神 戸 大)

(明 学 大)

(立 命 大)

(明   大)

(明 城 大)

223

224

225

226

227

263

264

265

283 286

267

268

231

232

233

235

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

村

山

藤

井

山

木

田

久保

田

浦

橋

西

石 黒 (北 海 学 園)

(神 商 大)

藤(信)(中  大)

||(陽)(立 大)

42

43

45

林 (日   大)

臼 井 (慶   大)

(北 海 道 大)

信 (関   大)

木 (立   大)

川 (甲 南 大)

渕 (岡 山 大)

田 (熊 商 大)

生 (中

中 (南

田 (大

本 (明

田 (慶

大)

山 大)

経 大)

大 )

大)

152

153

r5-;l
I

269  -清  水 (早   大)

|

|

2281

155

156

157

229
237

238

171

172

173

174

三位決定戦

橋 場 (日   大)
本 (神 商 大)

藤 (岡 山 大)
藤 (愛 知 大)

北 中 (関 西 学 院)

市

.埜
(神 奈 川 大)

田 (神 商 大ヽ
川 (日 体 大)

田 (法   大)

46

||■|

230

-29-一

-t

_立

1 44
L一―田

|」

401-_
~1581



クシャミ3回 ルル3錠ノ

強カルル…………25錠 6(〕錠
ル  ル…………

"錠
 50錠

東京 銀座 三共 株 式 会 社

お
喬霧ぃ ルル シロップ

クラス会 渋谷での御会合は

安 くて 上 品 な 当 店 ヘ

ヽ
″D

/
′

ヽ´ け しム・

`ヱ

′え

渋 谷 区 宇 田川 町 63番 地 (大 映 裏 ) TEL(46)8116

テレビ t兄ながら楽しいお食事左 .♪
御 会合 .御 商 談 に御利用 下さ ヽ` ませ

i幡・負・ 喫 茶
和 ・ 洋 洒

うだリメじ

暇房完備

‐L嘔‐

聞
八 童 洲 通 り 束 建 ビ ル 地 階
電 (27)4074番

- 30 -

クシャミ、鼻水のうちにルルをのむ
これが、かぜを早く治すコツです。
熱を下げ、咳をとめ、頭痛や足腰の

痛み、歯の痛みにもよく効きます。
ビタミンも入っていますから回復を

早めます。

ノ)｀ ぜ に  路 かぜ薬

30cc (l00El)



女 子 シ ン グ ル ス (1)

新 谷 (日 女体短大)

平 松 (青山学院大)

河 野 (武庫川女大)

佐藤光 (三島学園女)

石 原 (京都女子大)

松 本 (西 南 学 大)

三 浦 (尚 細 女 短)

中 司 (立   大)

藤 沢 (岡 山 大)

細 川 (青 山学 院)

中 村 (福岡女子大)

上  山 (山 口

堀 井 (同志社女大)

阿 部 (日 体 大)

金 子 (熊本女子大)

早 坂 (東 北 大)

野 上 (山 口

肥 後 (神戸女学院)

豊 島 (日 本女子大)

兼 康 (岡 山 大)

西 村 (宮 城 学 院)

山 田 (同志社女大)

恩 田 (日 体 短 大)

中 山 (米沢女短大)

芳 形 (岡 山 大)

吉 田 (青   学)

山 崎 (熊本女子大)

47

48

49

50

51

62

53

79

80

81

83

84

85

66

57

55    。c

1 12
1-―鈴

上 (大阪樟蔭女)

田 (熊本女子大)

木 (米沢女短大)

藤 (神戸女学院)

崎(山 口女子短大)

13

3

4

|―
―松 井 (福岡女子大)
1 141  
平 岡 (慶   大)

一
平 井 (滋 賀 大)
15
-―――川 村 (三島学女大)

指 (日 女体短大)

熊 (宮 城 学 院)

藤 (岡 山 大)

田 (成 咲 大)

尾 (京 都 女 大)

間 (日  体 大)

田 (大阪樟蔭女)

田 (富 山 大)

武 (立   大)

本 (滋 賀 大)

川 (東京学芸大)

熊 (福岡女子大)

宮 (青   学)

永 (岡 山 大)

16

23

58

103・ 104

6

9

10

107

110

- 31 -

1 19
1 -松

60
「 ~~″千

1 201-一
大

I

21

61

62

―――小 川(同志社女子大)

藤 (尚細女短大)

田 (慶   大)

木 (神戸女学院)

島 (熊本女子大)

平

田

「

一―還

― 1 17L―前

|

|

11 1_
1   1

二」



コー ドの い らない

10時間用 (ラ ストス
パート形 )

現全定価 2,280円

熱電気あんか

Iθ 17
鮮 小・
'V ノ ν

間 の

暖 通
ま 雷
~    

・
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る で
で人気 を集 め る

初
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の
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、
驚
異

的

な
性
能

。

東
Ｚ

蓄

熱

あ
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か
は
、
夜

ご
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万

人

の
皆

さ

ま

に
ご
愛

用

頂

い
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い
ま
す

。

と
く

に

こ

の
機

種

は
、
朝

方

に
グ

ン
と
暖

ま

る

ラ

ス
ト

ス
パ

ー
ト
形

で
、　
一
卜
晩

の
電

気

代

は
１
円

“

銭

。

ふ

っ
う

あ

ん

か
に
比

ベ
ズ

ッ
ト

お
ト

ク

で
す

。

やぐら付電気 こたつ
4ooW(KYS-41形 )

,尉支調節用ダイヤルスインチ付

現金定価 3,800円

東京芝浦電気株式会社 東芝商事株式会毬 ノ筋bα

東墨
糊1焉房器

一
■

■■

- 32 -



女 子 シ ン グ ル ス (2)

佐 藤 (宮 城 学 院)一一 ¬

二 塚 (京都女子大)

森  (東京学芸大)

国 重 (岡  山 大)

逸 見 (宮 城 学 院)

井 上 (青   学)

片 l山 (岡 山 大)

24

27

63

65

67

68

69

101

102

91

92

93

71

72

73

75

76

78

35

36

37

40

41

42

43

44

45

|ヨ

川

斉

田 .

山 (熊 本 女 大)

日 (青   学)

富(山 口女子短大)

橋 (日 体 大)

武 (福 岡女 大)

本 (京 都 女 大)

俣 (米 沢 女 短)

原 (立   大)

塚 (熊 本 女 大)

:ト キ(三島学園女)

村 (神戸女学院)

尾 (岡 山 大)

田 (東京学芸大)

波 (大阪府立大)

田(北陸保育短大)

川(山 口女子短大)

木 (神戸女学院)

藤(武庫川女子大)

村 (慶  .大 )

場 (青山学院大)

上 (熊 本 女 大)

日 (日  体 大)

藤 (岡 山 大)

中 (同 志 社 大)

倉 (慶   大)

鹿 (尚細女短大)

川 (日 女 体)

野 (京 都 女 大)

25 1-
内 チ||(神戸女学院)一-1.

64

久 間 (福岡女子大)一 |  |

野 村V日女体短大)一― |

堀 本

木 村

岡 田

大 山

久 原

常 松

鈴 木

中 西

永 馬

林

湯 浅

神 戸

岡 本

森 川

遊 佐

三 宅

諸 田

(神戸女学院)

(米沢女短大)

(日 体 大)

(青   学)

(熊 本女 大)

(宮 城 学 院)

(成 瞑 大)

(福 岡女 大)

(日 体 大)

(大 阪樟 蔭)

(慶   大)

(青   学)

(慶   大)

(岡 山 大)

に三島学園女)

(同 志 社 大)

(日 女 短 大)

29

30

31

32

33

106

‐一
106

100

108

90

361-¬
~701

|

三位決定戦
||~ |

11091

46

■
■
■
■
■
■
■
■

- 33 -

|~
|281-¬

~“

|



■ ■

トー≠/ル ト ルヤトルコッ 7

ヨヨ

丁RA DE MARK

こ
う
Ｌ
）
で

必
ず
や
皆

る
ふ

の
と

す
　
今
後

約
束
致
し

てよ根選の岡羽
おせの手生県根
りる一を産での
ま愛ツ多数近産

ま益確様生すの一数
~を
代地

す々信にれ 真ツ事誇設に
努致御変 心に業 り備め
力し満つ でも員しとぐ
すて足た 努花にか我ま
るおを性 カー迎 も国れ
事 り頂能 致輪え一最た
をまけは しに羽流大静

羽立工業株式会社
本   社 静 岡県 浜 .名 郡湖 西 町 新所 三 TEL(新 所)i38
京都出張所 京都市上京区新町通 り寺 ″内上ル TEL京都06752

・  ヽ



男 子 ダ ブ ル ス (1)

板 垣・小 宮 (立   大ヽ
能 村 。 開  (法    大)
三 雲・石 川 (立   大)
津 田・宮 崎 (神 戸 商 大)

霧 生・阿 部 (中   大)

植 木・佐 藤 (日   大)
伊 藤・植 谷

`同
志 社 大)

松 田・福 田 (関西学院大)

松 田・石 神 (慶   大)
井 上 。米 谷 (法   大)
西 山。大 林 (関 西 大)

伊 勢 。定 塚 (富 山 大)
三 上 。丹 羽 (慶   大)
小 木・小 林 (早   大)
広 瀬・ 卜部 (甲 南 大)

宮 廻・村 牧 (神 奈 川 大)

池 目。岸 本 (同 志 社 大)

芝 田・堀 日 (同 志 社 大)

竹 中し小 森 (南 山 大)

黒 田・増 山 (成 瞑 大)
菅 井 。橋 場 (日   大)
田 中。根 本 (大阪経済大)

望月・佐久間 (関東学院大)

床 尾・川 上 (立 命 大)

扇 田。中 西 (大阪市立大)

井 門・野 津 (法   大)
相 沢・安 彦 (東北学院大)

久保田・神林 (法   大)
石 黒・村 井 (北海学園大)

武 井・永 井 (中   大)

16

17

18

19

20

22

23

24

26

27

28

31

|

80

83

84

86

86

87

l12

113

114

128

129

田 。中 田 (日 体 大)
32

|~7八
島。日出谷 (東北学院大)

一白 井・林 田 (関 西 大)

33
川 津。大 平 (法   大)

116
‐―――苗 村・広 瀬 (神 戸 大)

34
西 村・柏 崎 (日

国 藤 。中 井 (岡 山

小 関・渡 辺 (山 形

蒔 田・宮 永 (慶

長谷川・鈴木 (立

89

36

90
高 橋・刀 称 (東 ‐北 大)

小 沼・稲 村 (法   大)
徳 重 。堤 (熊 本 商 大)

1!7

130

136

37

38

39

40

6

楠 。飯 田

藤 七 沢

郷・森 田

因 。小 松

木 。三 浦

信 。武 村

田・加 納

城 。日 下

形 。日 井

田。古 沢

(立 命 大)
(早   大)
(一 ツ橋 大)

(東 」ヒ 大)
(明   大)

(関 .西 大)

(岡 山 大)

(神 奈 川 大)

(慶   大)

(神 戸 大)

大

大

大

大

大

21

伊

2

136

140
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137

91

94

95

131

l18

119

41

42

43

44

45

46

行

坂

決勝

大世古 。田中 (日  体 大)
丹 羽・高 橋 (南 山 大)

野 田・古 園 (西南学院大)

花 田・加 藤 (明   大)
長谷川 。佐藤 (立   大)
西村・五十嵐 (北 学 札 分)

工 藤・鈴 木 (日   大)
木 畑 。余 田 (岡 山 大)

石 井 。勝 野 (北 九 州 大)

中 込・野 村 (青山学院大)

羽 。本 田 (北 海 道 大)

野・松 本 (神 戸 商 大)

田。星 野 (法   大)

29

老野生 。藤里 (大 谷 大)___.  l15
30

大 森・石 田 (青山学院大)

久 富 。上 広 (西南学院大)

石 谷・野 呂 (関 西 学 院)

中 村・山 田 (慶   大)

3

47
天

|

81 '

|

一―

82 -――

L―――鈴

|一 国

―新

|

261-―

____」
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1扇
―――都 竹・中 りII(関東学院)

|~|  |― 祖父江・渡 部 (甲 南 大)

.―‖04  1~高 橋・花 木 (明  大)

■ ■

田・ 森  (法  大)

永 井 。並 木 (立  大)

佐藤(勝 )。 浅川 (日  大)

'K 
室・ 森  (関西学大)

山 田・山 本 (熊本商大)

谷 口。新 田 (中  大)

石 川 。石 田 (南 山 大)

三 浦・野 島 (慶  大)

加 埜・小 林 (神奈川大)

米 倉 。中 西 (関西学大)

金 森・斉 藤 (中  大)

奥 村・阿 部 (立 命 大)

鈴 木 。 堤 (甲 南 大)

安 藤・小笠原 (関東学大)

佐久間 。中 島 (北学札分)

釜 瀬 。薙 野 (北九州大)

清 水・毛 利 (青  学)

今 日・中 西(大阪経済大)

萩 原 。西 村 (明  大)

八 島・浜 畑 (東北学大)

額 谷 。松 沢 (富 山 大)

男 子 ダ ブ ル ス (2)

8

48

49

51

54

56

62

― ―
―増 田・服 部 (北学札分)

65

|

50 1 66
小 川 。 堺  (早  大)

森 ・花 見 (北学園大)

細 川 。遠 藤 (中  大)
67
-  ― ―,也  Fll

|―
―― 白~―

1 68
1-―――-1秦
106

-者
l`~1 69

―

西 谷・小 迫 (関 西 大)
― 一 大 坪 。広 島 (関東学大)~ 70

一

ソ

一 32- 高 橋 (立:命 大)

斉 藤 (中  大)

高 谷 (岡 山 大)

高 井 (慶  大)

52

53

65 1

森 脇・富 田 (法  大)― ― ―

井・

り+・

築・

10

101

141

142

126

127

121

107 
「
_守

_1 lo
l   l `V .

― |   |~-4ヽ
1 711- 
― 北

72  ___:坂
|~1   14
~」

西~‐
108

本・矢 野 (北九州大)

屋 。松 井(大阪経済大)

官 。大 林 (立  大)

島・板 垣 (立  大)

田・平 野 (法  大)

井・ 泉  (神奈川大)

岡。平 サ||(甲 南 大)

上 。二 村 (中  大)

村・領 木 (関西学大)

岡・犬 飼 (南 山 大)

崎 。金 り||(成 城 大)

戸・小 杉 (慶  大)

田。佐 藤 (山 形 大)

林・岡 本 (明  大)

本・ 郡  (神戸商大)

川・横 山 (日 体 大)

田。川 田 (立 命 大)

間・露 木 (中  大)

垣 。鷲 尾 (神 戸 大)

中 。三田村 (関西学大)

田・村 上 (日  大)

藤・佐 竹 (慶  大)

~    'Fi‐

109

山

~~~~井
1 73
- ― 田

―松
74

「

~~丁~~瀬

| 
′‐
    .1-入

/」ヽ
76
-― 橋

――
―
市

77

徳

|―
 
一 本

78
1-―――西

.―北

「

―一 .16
1  ~人
1 791-佐

r38]-

佐 藤・ 森  (北海道大)― ―― ―|

北 方・ 登  (大 谷 大)―――‐―」

田 代・ 堤  (熊本商大)一 一 ―¬

興 石 。戸 松 (中  大)一―――‐― |

田 村 。田 渕 (岡 山 大)
59

五味川・船 山 (法  大)一 ――

杉 江 。山 本 (関 西 大)一―一 ¬
スn l_

大久保 。鈴 木 (明治学院)一 ― 」 |
1021

北 田・木 村 (大阪市立大)―一――¬

伊 藤 。 林  (日  大)一 ――|
|_|

1lЮ

島 名・塚

森 ・寺

平 田。外

安 藤 。中

吉 野 。稲

(同志社大)

(日 体 大)

(神 戸 大)

(一ツ橋大)

(青  学)

1

本

田

海

村

水
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111
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女 子 ダ ブ ル ス

新 谷・野

内 藤・河

江 日・水

長 田・高

鈴 木・鹿

堀  本・ 玉

遠 藤 。松

大 山。間

村 (日 女体短大)

野 (武蔵川女大)

馬 (日  体 大)

田 (富 山 大)

俣 (米 沢 女 大)

木 (神戸女学院)

尾 (岡 山 大)

官 (青   学)

18

19

33

26

26

27

28

29

30

31

r―平

上 。山

松・池

田・ :三

岡・岡

藤 。遊

沢・森

原 。北

野・関

村 。中

松 。佐

間・阿

井 。日

,I案
。内

木 。前

康・斉

井・松

10

佐

12

|―
藤 沢・森 川 (岡 山 大)

崎 (熊本女子大)

田 (青   学)

宅 (同志社女大)

本 (慶 応 大)

佐 (三 島学 園)

田 (大阪府立大)

尾 (京都女子大)

原 (立   大)

山 t米沢女子大)

藤 (宮 城 学 院)

部 (日 体 大)

中 (同志社女大)

川 (神戸女学院)

田 (成 咲 大)

藤 (岡 山 大)

本 (滋 賀 大)

鹿 (尚   細)

戸 (青   学)

村 (福 岡 大)

指 (日 女体短大)

村 (神戸女学院)

山 (熊本女子大)

9

川

久

山

2

43

大 射 浜 田 (熊本女子大)― ‐

中 西 。大 熊 (福 岡女 大)一 .

4

川 村 。佐 藤 (三 島 学 園)

20 1
|

二 塚・浅 野 (京都女子大)―――――」

逸 見 。西 、村 (宮 城 学 院)一―
―
―

41

42 44

38

39

13

16

21

45

47

片 山・芳 な 岡 11 大)一 |
5 1
|

吉 武・辻 田 (立   大)~

松 井 。安 武 (福 岡女 大)

井 上 。 林 (大 阪 樟 蔭)
22 1

|

細 川。吉 田 (青 山学院)― ―――」

久 宗。金 子 (熊 本女大)一―――
可
23

中 村 。隅 田 (慶 応 大)

境 田。永 鳥 (大

`j又

樟 蔭)

小 川・豊 敲 日本女子大)一
8

中 永 :国 重 (岡 山 大)一―-1

思 田。諸 田 (日 女体短大)

6

|二
―――高 橋・岡 田 (.日   体)

力Π 藤・鈴

場 。神

間 。中

浅 。金

後 。竹

島・秋

7

■■■■

24

36
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114
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東京都荒川区尾久町 6丁 目681番地

電言呂 荒川|(89)9754番 :(807)132露彗

ズ
バ
リ
申
上
げ
る

か
ぜ
に
効
く

…

ヽ
ノ
十
二●
ノ
ヽグロンサンで好評の中

外製薬が、製造発売した

かぜ薬アルペンは、かぜ

の色々な症状によろし。

説明書をみるに九種の

成分(薬)が適切に配合さ

れている。かぜはひき始

めが肝心と聞くが、まず

アルペンをのむがよろし

〔適 応

'症

〕

せき、発熱、頭痛を伴なう

感冒、 1まなかぜ。

喘息、気管支炎、咽頭炎、

喉頭炎、偏頭痛、頭痛、神

経痛、歯痛、臓痛などに奏効

中外製薬

25錠  ¥150。
60裟定 ¥600。

新強力感 冒薬
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郎

司

功

土

彦

幸

彦

五
〓
圭

久

薇

藤佐

森

督

将

務

監

主

主
北

海

学

国

大

学

隆

邦

紀

一

松

見

黒

井

場

小

花

石

村

石

督

将

務

監

主

主
北
海
道
学
芸
大
学
札
幌
分
校

仁

善

夫

衛

夫

幸

志

明

宣

秀

幸

睦

　

弘

忠

井
�
木
村
畑
田
嶋
部

石

五

鈴

西

佐

増

中

服

三

武

一
夫

男

男

夫

泉

尚
　
　
邦

幸

莞

信

野

県

羽

田

藤
　
　
井

西

山

丹

本

佐

森

永

督

将

務

監

主

主
北

海

道

大

学

好

洋

一
章

雄

隆

憲

正

佳
・

二

山

関

沢

田

部

藤

青

小

金

太

渡

佐

督

将

務

監

主

主
山

形
　
　
大
　
　
学

彦

芳

郎

成

幸

弥

行

邦

順

．
敏

佑

靖

孝

　

　

　

予

賀

村

田

松

橋

称

里

古

本

福

小

高

力

日

北
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
東

一
夫

穣

商

造

敏

浩

元

健

武

　

莞

勝

　

祥

藤

沢

野

畑

略

彦

島

島

佐

相

佐

浜

日

安

八

八

督

将

務

監

主

主
東

北

学

院

大

学

男

男

正

之

保

満

成

夫

治

夫

平

光

正

　

敏

嘉

　

　

文

賢

秀

浩

岡

水

崎

利

野

永

森

田

込

村

崎

村

清

岡

毛

古

稲

大

石

中

野

宮

督

将

務

・

監

主

主
青

山

学

院

大

学

彦

一
男

利

栄

貞

井

井

宮

督

将

務

監

主

主
立

析

永

小
４

４

４

４

３

３

３

３

英

裕

巌

行

房

和

夫

明

克

伸

　

喜

隆

義

晴

キ

雄

一
憲

司

春

之

好

陽

善

武

幸

次

宮

谷

垣

谷

木

藤

小

長

板

長

鈴

佐

島

木

山

戸

垣

林

雲

川

北

並

内

瀬

板

大

三

石

教
　
　
大
　
　
学

能

貴

志

征

夫

彦

司

男

亮

一
六

夫

貫

　

寛

宏

孝

紀

ｔ

貞

恒

淳

新

文

塚

　

　

　

　

．Ｄ

地

野

田

林

廻

宗

　

牧

井

埜

城

下

菊

小

安

小

宮

重

泉

村

坂

加

新

日

督

将

務

監

主

主
神
　

奈

川
　

大
　

学

元

海

谷

大

秋

青

米

４
４
３
３
３
３
２
２
２
２

純
彦
男
束
而
雄
豊
隆
裕
雄

嘉
明
忠
八
修
増
　
　
英
鎮

督

将

務
　
　
　
　
　
　
日
予

田
上
野
田
村
津
日
里
脇
門

監

主

主

高
井
星
小
能
川
富
平
森
井

法

政

大

学

一　
治

彦

信

正

喜外

介

一
衛
力
難

俊
忠
　
　
村

７
ヽ
　
田
川

”
●
〓
７
　

　

　

　

●
ヽ

小
神
開
沢
砂

治
智

一晃

村
津
稲
野
森

平 智文

幹広船山

督

将

務

監

主

主
関

東

学

院

大

学

中 り|1 義 弘 4
望 月 邦 雄 4
佐 久 間 弘 之 2

也

武

一

達

利

孝

見

竹

藤

北

都

伊

薫

幸安

島

坪

広

大

直

一

正

誠原

藤

笠

安

小

選 手 名 簿 男 子 (1)

明

敦

義

二
智
康
男

之
司

也
喜

征
　

善
靖

宣
武

和

与

道
藤
島
緬
『
岬
酬
餅
詠
鶴
醐

岡

佐

野

４

４

４

４

４

３

３

３

３

督

将

務

監

主

主
慶

佐竹由郡生応

直

夫

夫

司

均

夫

雄

一

義

秀

秀

修

　

貞

義

武

上

浦

築

羽

田

井

杉

中

三

三
都

丹

松

高

小

山

義

塾

大

学
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選 手 名 簿 男 子 (2)

藤 宏 雄

正  夫 4
中 寛 司 4
植 木  弘 3
佐藤 俊夫 3
西村 哲夫 1

柏崎 貞夫 1

太田喜一郎 2

村上

栗林

服部

監 督  佐
主 将  林
主 務  浜
橋場万紀雄 4

伊藤志美雄 4

鈴 木  勲 3
工藤夕ヵォ 2

佐藤 勝利 1

朝川 浩二 l

菅井 雄司 2
浅川 浩二 1

日
　
　
本
　
　
大
　
　
学

橋
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
【

造

郎

計

饒

進

郎

主
　
　
　
恭

主
田
藤
村

白

森

安

中

西 野 淳
久 郷 幸 太

督

将

務

監

主

主
日

本

体

育

大

学

茂

弘

正

一
日

日
一

田

古

タ

世

中

大

林

示

稔

桂田

田

森

中

円 中 文 夫 3

横 山 正 三 2

寿

清一九

田

―

寺

市

雄

皓

弘

一
助
・雄

史

稔

勝

作

賢

弘

安

　

　

雅

之

三
郭

利

敏

三

日

尾

　

俊

　

　

　

　

　

木

ヽ

藤

Ｐ

賀

藤

橋

木

原

村

木

浦

ゎ

′

内

花

加

加

高

花

萩

西

鈴

三
小

岡

督

将

務

監

主

主
明
　
　
治
　
　
大
　
　
学

三

白

井

２

２

２

２

２

２

１

１

１

督

将

務

監

主

主
中

之

知

司

雄

昇

志

弘

斉

太

裕

嘉

　

昭

　

正
義

藤

生

井

田

日
間

森

藤

石

斉

霧

武

新

谷

本

金

斉

輿

央

　

大

　

学

次

宏

二
雄

郎

男

之

務

正

行

雄

秀

三
真

茂

　

宏

信

庸

徳

卜

賢

松

順

藤

木

部

井

藤

村

須

メ

上

戸

細

遠

露

阿

永

斉

二

督

将

務

監

主

主
早

稲

田

大

学

菊 地 利
小  林
前 田 伸
伊 藤 幸
石 橋 秀

小 木 順 一

ノ
Jヽ メ|1 昌
堺  栄
清  水
七 沢 宏

明

亘 3

生 3

博 3

彦 3

貞F 2

之 2

-1
寛 1

光 1

章

寿

昂

明

武

　

芳

島
絲
木
部

田

大

鈴

塚

督

将

務

監

主

主
明

治

学

院

大

学

孝

文泰

本

藤

山

佐
夫

陽

夫

進

哲
　
　
昭

藤

山

島

田

後

増

中

黒
躍
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
成

西 間 木 リ ツ

星     栄
朝 倉 敬 治

佐 々 木孝 房 4

督

将

務

監

主

主
福

島

大

学

学

芸

学

部

藤 田 光 男

三

一

晃

公

田

勢

奥

伊

信

助

之

幸

之

兼

間

塚

沢

谷

定

松

額

督

将

務

監

主

主
富

督

将

務

監

主

主

．

愛

夫

司

英

忠

本

羽

山

丹

二

信

晟

義

森

中

小

竹

博

勝

康

靖

　

広

川

飼

岡

石

犬

松

之

明

博

宏

田

橋

石

高

督

将

務

監

主

主
南

山
　
　
大
　
　
学

博須
山
　
　
大
　
　
学

知
　
　
大
　
　
学
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選 手 名 簿 男 子 (3)

孝

敬

清

東

忠

治

，原

野

橋

柏

横

高

城
　
　
大
　
　
学

督

将

監

主名

松

司

祥

福

堅

統

山

賀

藤

小

有

加

京
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
中

西  チ|1  博 3
弘

吉

康

登

田

宮

岸

高

岐

阜

薬

科

大

学

川 崎・ 紘 一 l

督

将

務

監

主

主
大

阪

市

立

大

学

生

久

夫

．次
昌
彦
長

二
健

二
厳
敬
男

秀

和

康

彦
久
元
定
悦
　
洋
　
　
久

Ｈ

¨
　

　

ｔ
　

‐

圃

田

中

倉
西
田
中
田
　
室
谷
昌
木

大

松

日

米
中
福
北

三
森
氷
石
野
領

督

将

務

監

主

主
関

西

学

院

大

学

彦

二

夫

平

彦

平

博

昇

二

忠

治

弘

孝

勇

喜

耕

和

俊

雅

　

祝

　

良

政

太
　
　
　
　
　
　
´ヽ
　
　
トヽ

井

井

村

田

林

村

江

Ｚ

信

４

迫

山

藤

白

森

林

大

武

杉

山

国

西

小

西

督

将

務

監

主

主
関

西

大

学

-3
彦 3

史 4

満 4

勉 2

寛

貞

孝

田

田

敷

田

西

村

植

北

山

扇

中

木

己

夫

之

毅

訓

士

昭

肇

克

丈

昭

　

達

靖

佳

崎

田

家

屋

井

中

本

西

浜

今

芝

守

松

田

根

中

督

将

務

監

主

主
大

阪

経

済

大

学

豪

夫

夫

己

哉

勝

弘

勝

夫

道

敦

正

博

　

勝

　

幸

尻

田

富

本

　

崎

野

本

山

田

津

中

橋

郡

宮

天

松

竹

督

将

務

監

主

主
神

戸

商

科

大

学

谷
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
大

寛

匡

恵

常

英

興

宗

二義

賢

秀

村
方
谷
阿
田

木

北

熊

老

藤

登

督

将

務

監

主

主
大

阪

学

芸

大

学

島 津 八 郎

岸 田 幸 雄 4

近 藤 芳 志 郎 4

福 井 呈 彦 3

三  木  昭 3
久 保 田  繁 3
片 岡 輝 明 2

奈 良 岡 治 良 2

郎

吾

寛

郎

夫

彦

弘

美

一

満

治

貞

薫

裕

晴

智

正

健

寛

　

和

久

田

橋

田

尾

村

上

部

池

高

飯

床

奥

川

阿

館

　

大
　

学

戸
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
神 苗 村 雄 二

重

勝

陸

正

光

尾

瀬

海

田

田

鷲

広

外

坂

森

古 沢 虔
平  田
西 垣 征 八

也

憲

央

彦

書

英

悦

常

田
　
　
田

田

坂

楠

川

徳

督

将

務

監

主

主
ユ」一　
　
　
（ｍ
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選 手 名 簿 男 子 (4)

明

郎

正

律

崎

井

西

藤

中 井 賢 二 2

督

将

務

監

主

主
岡

晨

郎

義

士

渕

藤

田

国

花 田 省 二 4
加 納 正 之 3

木 畑 進 -2
余 田 和 祥 2
高 谷 信 之 介 2

田 村 俊 雄 2

山
　
　
大
　
　
学

典

紀

一
男

大

安

正

寿

嶋

田

沢

富

永

野

越

久

一
郎

政

三

井

松

成

池

徳

一

知

亮

田保

瀬

久

古

ンロフ■■
■
■暉ノ

■

　

　

‘

ンポ
Ｃｎａ

博

享

郎征

田

木

村

合

鈴

中

督

将

務

監

主

主
甲

愛

夫一

専

‥

―

漁父

堤

祖

彦

生

幸

好

瀬

部

広

ト

幸

囲

秀

清

岡

川

西

平

渡 部 重 男 2

南
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
久

留

米

大

学

寛

準

雄

保

文

義

晃

道

隆

　

義

　

雅

正

　

弘

木

本

田

井

野

瀬

野

野

藤

山

其

石

勝

釜

薙

矢

督

将

務

監

主

主
北

九

州

大

学

柳

川

城

四
　
金
　
岩

督

将

務

監

主

主
成

城
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
熊

本

商

科

大

学

芳

和

英

死

貞

晃

祥

雅

明

夫 4

雄 4

生 4

夫 4

隆 4

-2
-2
淑 1

夫 2

高 谷
芝 田
山 端
堀 ロ
島 名
山  野
岸 本
池 目
塚 本
山 本

督

将

務

監

主

主
同

志

社

大

学

松 本 親 夫 3

督

将

務

監

主

主
西

南

学

院

大

学

賢

毅

多・ヽ

園

″
″上

古

生

樹

弘

樹

隆

国

雄

生

治

節

に

　

英

　

恭

久

Ｆ

英

郷
ゥ
島
重
田
本
罐．．〓．藤

本

堤

中

徳

山

山

田

堤

遠

鶴れ・ コ‐色
‐右

ｎ
Ｋ
リ

R、   E

POL†

1)1111
;

お茶の水駅上 TEL(29)0771
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驚異的な立体機構を完成した最高級機
CR-8

新発売氏 ZttElc」E:醐レ|〓FII」雇
『

世界最初のフイルム自動逆転機構

ボタンひとつの操作でフイルム順転逆転自由
逆転ボタンNの位置でゼンマイ解除ができる
自動逆転に連動するフイルム計数器目盛
順転逆転でも~コマづつ表示するコマ数計
ストップ装置付等間隔シヤツター開度装置
64コマ1/1200秒 の高速度分解撮影ができる
8ミ リカメラ最高のファィンダーシステム

¥72.000 及ケース  ¥3.000
アルコ製品のカタログはVKN係 ヘ

好 評 発売 中の 高性 能普及機
ARCO― CH-8 トリオマノト
¥29.3(Ю  ソフトケース ¥1.駅Ю ▲p(○ アル コ写真工業株式会社

東京都品川区五反田二の三七〇

京 浜 急 行 直 営

公 庫 住 宅 申 込 期 日  12月 7日 ～ 13日

上 大 岡 団 地  木造 40戸 頭金 101万円より
ガ ス 水 道  水洗便所  ガス風呂付

湘南井 田団地  木造 30戸 頭金 44万円より
水 道  風 呂 桶 付

特 典  両団地共入居者に 1年間電車優待パス進呈
分 譲 地  上 大 岡 第 二 期

目 下 売 出 中

ガ ス 水 道  整地完備  水洗便所可

特 典  3年 月賦 1年以内の入居者に 1年間電車優待パス進呈

お 問 合 せ は 京 急 興 業 不 動 産 部
東 京 都 港 区 芝 高 輪 南 町 17

TEL東京 (44)0101(代 )0691(直 )



社
社
社
所
所
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場

会
会
会
鋼
鋼
会
工

式
式
式
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製
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株
株
京
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工
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川
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新 製 品
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良電性,高力性

熔接 用電極材

各 種 電 動 機

非 鉄 金 属

合  金  属

封喜橋九六嵩着
東京都中央区日本橋通 2-6
小 売 部 (27)9696番

TEL 千代 田 (27)7191～ 5番
出 張 所 大 阪。九 州・札 幌

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 指 定 旅 館

喜
パ
趾霊

ム
バ
じ
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迎
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建

協

飽

私

旅

一ヽ公

光
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蝋
引 明 館
東京都文京匡本螂4丁 口17番 地

鷺:``。東京.(92)|:2り)53～
:

(地下鉄0バ ス・ 都電・本郷3丁口下車)

料  理

鍋 会 館 :

本 店 浅 草 小 島 町 2の 33
TEL(85)4801～ 3

支 店 浅草隅田公園 台東体育館内

渋沢・大秦野駅下車

新宿′
Iヽ EE: 斎ヨ、

新宿西日 (36)7121
万で   1喬  (56) 5 664
中野駅前 (3“ )1955

TA“ ″4曹
`薦
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若 人 の 山



■
日選 手 名 簿 女 子 (1)

督

将

務

監

主

主
宮

城

学

院

女

子

大

学

子

子

子

子

光

孝

キ

佳

藤

佐

藤

村

佐

遊

佐

川

治

子

達

学

司

見

荘

逸

恵

子

・‐
尚

矢
Ｆ

村

本Ｍ
西

子

子

ζ

美

潮

‥紅

■

藤

常

佐

井 二 作

鹿 史 子 2
藤 輝 子 2
浦 美 沙 子 1

平

鈴

加

三

督

将

務

降
ュ
主
工　
土ヽ

筒

細

女

学

院

短

期

大
学

子

恵

公

子

子

子

精

益

　

圭

京

ヱ

浦

村

木

俣

山

‐寸チ

三

中

鈴

鹿

中

木

督

将

監

主
米

沢

女

子

短

期

大

学

監 督  佐 藤 健 一
東

北

大

学

躍
　
　
大
　
　
学

督

将

務

監

主

主
成

夫

陽

夫

哲
　
　
昭

藤

山

島

後

増

中

子

子

幸

代

木

田

鈴

前

明

敦

義

子

子

子

子

子

ち

道

　

　

佳

洋

重

恭

良

み

藤

島

本

岡

村

田

浅

倉

岡

佐

野

岡

平

中

隅

湯

朝

督

将

務

監

主

主
慶

応

養

塾

大

学

督

将

務

監

主

主
東

京

学

芸

大

学

将

務

主

主
日

本

女

手

大

学

子

子

子

久

敦

敏

川

中

島

小

田

豊

吾

子

省

矩

賀加

森

鎮 西 由 恵 3

子

子

洋

礼

田

川

山

岸

子

江

子

照

靖

京

庭

田

屋

明

藤

呉

茂

静

子

子

子

順

孝

陸

田

日

橋

田

部

中

江

高

岡

阿

督

将

監

主
日
　
本
　
体

先

美

子

子

子

子

子

代

京

桂

ゃ

洋

英

卜

紀
　
　
　
み

り

谷

村

田

田

浅

指

今

新

野

恩

諸

湯

金

日
本
女
子
体
育

短
期

大
学

督

将

務

監

主

主
青

山

学

院

大

学

子

子 3

晶 3

子 4

美 4

子 4

子 2

子 2

子 1

子 2

尾 上 悠 紀

平 松 黒
池 田 千
大 山 怜
細 ′|1 尚
吉 田 多 慧

相 場 佳
神 戸 智 恵

間 宮 美 紀

井 上 幸

督

将

務

監

主

主

子

子

祥

迪

間

馬

池

水
育
　
大
　
学
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■
■
一

選 手 名 簿 女 子 (2)

彦

子

利

美久

井

野

析

上

子

楔

子

美

　

道

原

武

田

佐

吉

辻

子

子

陸

禾万

司

原

中

関

督

将

務

監

主

主
立

教
　
　
大
　
　
学

燕

子喜

芳

悠田

羅

長

督

将

監

主
北
陸
学
院
体
育

短
期

大
学

正

子

世

・
光

任

井

本

林

平

松

督

将

務

監

主

主
滋

賀

大

学

学

芸

学

部

三
　
一
男

子

晃

公

光

枝イ不
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各地区学連委員長の抱負

北海道学連委員長 永   井   信   夫
今年度インカンには北海道より男子のみ三校が参加することとなった。

参加数こそ少いが本大会に於ける北海道選手の活躍は大いに期待出来る。そこで活躍ぶりを学校

別に占ってみよう。

北 海 学 園 大 学

道選手権第一位の森を中心とし花見,石黒,村井といった道ランキング上位選手がインカンに於
てどれだけやれるか。団体戦,イ固人戦共に活躍を期待する。

北海道学芸大学札幌分校

道大学選手権にはサウスポー北の病気欠場があって第二位にあまんじたが,長身西村がスマツシ
ュに冴えを見せているのと五十嵐はじめ各選手あくまで試合を捨てないねばり強さがインカンにど

う通ずるか興味の的である。

北 海 道 大 学

大会初参加選手主体のチームであるから健闘を期待する。

今夏札幌に於て東日本選手権大会に接しレベルの違いを見せつけられ,各大学共に猛練習を重ね
大会に臨む。従ってその成果を如何なく発揮し活躍するものと期待しているぎしかし東日本選手権

女子単複四位最大のホープ沢田の不参は非常に残念であるが参加選手全員が持てる力を存分に発揮

し,期待にこたえてくれることを望んでやまない次第。

東北学連委員長 高  木  :孝

10月 23日 ～5日 の東北学生選手権大会を最後として東北学連の本年度スケジュールは全部終了し,
いよいよインカンのシーズンがやってきた。

インタレ10周年の記念すべき今大会に当り,地理的条件もさることながら,男子 4校,女子 5校
と東北学連としては久しぶりで多数の選手が出場することを大変喜ばしく思っている。ここ2,3年

東北学生界のンベルも着々と向上してきており,非常に重大な時期であるが,今大会に出場する東
北地方の選手が,高い技術を身につけそれを持ち帰ってくるならば大いに意義のあることであり,
更に一層の飛躍が望みうると期待される。

選手権大会団体戦優勝の山形大学は,東北学生界実力 NO.1の太田を始めとして,単二位の渡部,
更に小関,佐藤と粒をそろえ初出場ながら,その活躍が期待される。次に昨年の大会では実力を発
揮し得なかった東北学院大学は,先の選手権では惜しくも団体戦で優勝をゆずったものの,複 1,2

位の相沢,安彦・ 浜畑,八島と今年こそはの意気に燃え猛練習を続け,調子に乗れば立教をも倒す
のは一寸無理としてもかなりのところまでやれそうである。更に名門,東北大学の久しぶりの参加
もたのしみだ。

女子は残念ながら,昨年単,複優勝の三浦程の選手は居なく,いささかのレベル低下は否めない
が,逸見,西村,常松,佐藤で選手権大会,団体,単,複 とトリップルクラウンを獲た宮城学院女
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子大を筆頭に,新鋭鈴木を中心とする米沢短大,昨年度の輝かしい記録を守ろうとする尚細女子短

大,久しぶ りに参加の三島学園女子大,早坂の東北大と必ず立派な成績を上げ,東西対抗にも選抜

されるであろうと確信している。

「次に紙上を借りて一寸宣伝させて頂くならば,来年度の東日本学生バ ドミントン選手権大会は

仙台で開催予定ですから,多勢来てちょうだいね」

最後に折角準備を進めながら台風のために流されてしまった中部学連に心から御見舞申し上げる

と共に関東学連の皆様の準備に感謝し,今大会の成功を祈ってやまない。

関東学連委員長 井  上  明  彦

日一日と冬めき北の国ではラッセルの出動も聞かれる今日此の頃であるが,′ 1ド ミントン大会の

華とも云 うべきインカンを開催する季節が今年も又やって来た。       1

そこで今大会の関東の抱負を一寸書いてみたいと思います。             
‐.1

総合的に見て男子は他地区の皆様には申し訳ないが,準決勝以上は関東で戴くことに な りそ う

だ。女子では今春,今迄に例を見ない補強を見せた熊本に劣ることは認めざるを得ない様だが,他

には負けるとは思われない。

男子団体は関東 リーグ十連覇の立大を始め春以来リーグ戦で504と 肉迫し大接戦を演じた法大,

又毎年インカンで立教と優勝を争っている慶大と三校がシードを陣取り,また秋には春季リーグ戦

2位の法大を破り, 2位に返り咲いた明大が第 5シードの関大と争 う地位に居り, どうみても関西

さんには気の毒であるが,明大が準決勝で立大と顔を合せそうだ。

そこで優勝は,立大とリーグ戦では慶大に勝っている法大と争い,3,4位は慶大と明大で争 うこ

とになりそうで,他では中大,青山学院大,早大, 日体大, 日大,ETCが,出場しているが結局は

前記の上位 4校 と対戦する迄は充分に進出するものと思われる。

個人戦に於いても関西で単,複共ベスト8に入っているものは,北方 (大谷大)が第 6シ ードに

入っているだけで,後は全部関東と云う布陣で今年度もベスト8の大半を関東が占める もの と思

う。                              _

女子は遺憾ながら優勝は熊本に取られそうであるが,第一,第二のシードを占める日女体短大,

日体大は関西勢にひけを取らないであろう。

又個人戦にしてもダブルスで第 1,第 4シードで第 1シ ー ドに新谷 (日女体短大)又第 8シード

には東日本,関東選手権の単複共優勝をさらった諸国が居り優勝争いに加わることであろう。

こう見て来た通 り,勝ち進む毎に関東勢が残り準決勝,いや準々決勝辺りより関東選手権とも思

われる様にしたいものである。また現在の実力から押して実現出来ないこともないと思 う。地元関

東はご覧の通りの鼻息であるからどうぞよろしく。

終りに各地区の選手諸君の御健斗をお祈りして筆を止む。

中部学連委員長 小  森  晟  二

夢想だにしなかった伊勢湾台風の襲来,そ してこの大被害の前には意義あるインカレをと,若き
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血をたぎらせていた我々中部学連各員のファィトも一朝にして消えさり,若き肉体に宿るファイト
は災害救援活動えと方向転換せざるをえなくなり,そのとばぅちりを受けた関東学連を初めとして
各地区学連及び関係各位に深くお詑び申し上げると同時に多大なるご理解を賜った事を心から感謝
する。

全日本学生選手権大会もはや10年を数え,全国的なレベルも高まり,今年訪日したマラヤ, タイ
連合チームに対しても堂々と四つに組んで,引けを取らなかった学生選手を見,量と共に質に於て
も優秀なるプレヤーの輩出に意を強くし,益々これからの発展を確信する。
この一翼を担う中部に於ては年々インカン出場に対する空気が盛り上り,今年はかなりの数が予
想されていたのであるが,不幸,伊勢湾台風により完全に出鼻を捻かれた様な次第。従って我々の
念願である,中部による全国制覇の夢も今年一年間は他地区,｀ 恐らくは関東地区或は関西地区にな
るであろうが,に謹しんでお譲り申し上げる。今年の我々は団体戦及び男子個人戦には残念ながら

.

期待しないが,女子個人戦にはいささか自信を持っておる。
量に於てこそ単 1人 ,複 1組とささやかなものであるが,質的な面に於ては,必ずや他地区選手
の目を見張すことになるでしょぅ。北陸学院保育短大の長田のシンガルスは中部地区では完全に独
走で,学窓生活の最後を飾るべく,又中部より初の東西対抗に出場すべく,そのファイトは我々の
期待を裏切らないでしよう。

又長田,高田組のダブルスは今回が初めてでコンピネーションの点では未知数ではあるが,試合
経験豊かな高田のリードの下に,ベスト8に残る可能性は十分考えられる。
今年も又中部勢の参加は少いが,悪びれる事なく,真面目なプレーを行う我々に万来の拍手を期
待する。

最後にもう一度関東学連のご好意を感謝する。

関西学連委員長 田  中  康   :夫

全日本学生界のナンバーワンを決する恒例のインターカレッデも本年で個人戦が第10回,団体戦
が第 9回を迎えるに至り,既にバ ドミントンの普及の段階を過ぎ,技術的革新を痛感される。現今
第10回 目の本大会の成果大なる事を期している。

さて,こ の大会に関西より男子,女子と計16の大学が全国の皆様とその覇を競うのであるが,連
日の猛練習を積ね,大いに張り切っている。

男子団体戦ではベスト8の内, 4校 ,悪 くて 3校は戴く予定,先ず第 4シードの関大は準々で明
治と当る訳だが,現在の戦力より推して先ず五分で出たとこ勝負と云ったところ。第 6シードの関
東学院のゾーンに入った同志社,これは間違いなく同大が出て,法政と当るだろう。主将芝田の負
傷欠場は痛いでしょぅが,チームワークが良く,団体戦に実力以上の健闘をするので,法政も苦戦
を免がれないであろう。第 7シードの日体大と当る老舗関西学院も最近の著しい進境を考えても,
先ず日体を破り,準々へと駒を進めるであろう。さらに第 8シードの青山に当る立命館,これ又,
数年来のチーム編成計画によるメンパーで対し,余程の事が無い限り対立教戦へと進んで行く筈。
さらに関西リーグでも, しばしば上位校を脅かす神戸大,神商大,前記校よりやや劣るが,甲南,
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大阪経大,大阪市大,大谷大,大阪学芸の善戦を期待している。

女子はベスト4に 2校は必ず残る事になってお り,第 3シ ード京女大,相変らずの強力なチーム

カで準決へ失点無しで進み,恐らく新鋭の熊本女大と当るであろうが,伝統を持つ京女だけに好グ

ームを展開し,期待に応える事と思 う。第 4シードの同女,二回戦で大阪樟蔭との同志討ちは,誠

に残念であるが, リーグの結果から見て,先ず樟蔭が進む公算大。さらに日女体育短大と当るが勝

算はオーダー次第と云ったところ。第 2シードの日体大と当る神女院,関西でもトップグループに

属 し,持駒も充分で日体を破り,熊本と対すべく健闘を期待している。さらに大阪学芸 大 が あ る

が,前記校より可成 り劣り,二回戦へ進めば上々と云ったところである。

近来関西地区のレベル低下が云々されておるが,31年 の東西対抗で東軍を一方的に降した経験を

有する各大学では,全 日本の覇権を関西に持ってくるべく,着々と地道な選手養成を行 な ってお

り,その目標に着実に進んでいるので,よ ろしくご指導の程を。

個人戦では,先ず関西ナンバーワン大谷大北方がエイトで平野を破り,準決へ進むであろう。次

に関大の新鋭国信がすばらしい進歩を示し,充分に関西の期待に応えるだろう。さらにベテラン武

村,若さの杉江,山本,立命館では着実な進歩で,チームの主力となる池田,高橋,さ らに楠,飯

田,術技的進歩と共にファイト満々の同大,堀 口,岸本,池 目,関学では,ベテラン米倉,中西に

松田とユニークな存在の神大平田と各れも関西のトッププレイヤーである。

女子は,京女の浅野,二塚の進歩著しく,これに新進の石原,北尾,新鋭乍らポイントグッター

たる責を果たしている樟蔭の井上,林,それに同女の堀井と各れも上位進出の実力を充分に有して

いる。

以上が関西の野望を背 う選手であるが,年一回のこの大会を日指し,大いに張切っておるのでよ

ろしく。

最後にインカレ主管の関東学連に心から感謝し,本大会の成功を祈って止まない。

中四国学連委員長 大   西   信  夫

全日本学生選手権十周年を迎え我学連も徐々に進展してはいるが,技術的向上よりもまだまだ普

及への段階でしようか。

今シーズンの総決算たる本大会が東京に於て華々しく開催されるにあたり簡単に拘負を述べてみ

たいと思います。

我が中四国学連より佳か三校の参加をみただけということは誠に残念に思います。現在の中四国

学連加盟校男子 5校,女子 7校の数字が示す如く質量共に,関東,関西のそれに比較した時,数段

劣っていることは認めざるを得ません。

しかしスケールの大きい選手は見当らないけれども各校ともまとまっていて,全体のレベルが徐

々に上っていることは喜ばしい現象といえましよう。数年のうちには関東,関西にも充分対抗でき

るようになることと思っています,それには全日本,中四国大会という年に三度の大会では,如何

せん経験不足は免れません。西日本学生選手権開催の機運の熟すことを期待して止みません。

初て,本大会に出場の岡山大学は男女共に我学連の代表的存在であり,特に女子は小粒ながらよ
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くまとまっているので期待できそうです。

男子は 2年生高谷藤井を中心にまとまりをみせているが,今年は来年の活躍への地固めといった

ところか。中四国の王者加納がどこまで頑張るか楽しみである。

最後に岡山大学山口女子短大の善戦を期待致しましよう。

九州学連委員長 久  富  :寿1  男

昨年本大会を主管して早や一年,年はめぐりて東京大会を迎えますが,全日本学連,関東学連の

皆様御苦労様です。又,中部学連の皆様,伊勢湾台風の為残念な事だったと思います。

本大会も十年目を迎え,年一年と発展し `充実して行きますことは喜ばしいことです。しかしな

がらまだ関東,関西を除く地方学連の弱体は本大会の興味を半減し,.その充実こそは本大会を日本

最高のレベルに達せしめるものと信じます。

初て,九州からはわずか男子 4校,女子 2校しか参加出来なく残念に思っています。しかし今年

は量より質を誇っています。

まず,団体戦の男子は,九州 NO.1北九州大,No.3西南学院大,No.4熊本商大の三校の関東勢

への捨身の挑戦が見ものと思います。特に北九大は山本を中心に D.S共人材豊富で最近全員調子

よく相当期待出来,又熊商大は堤,徳重の出来しだいでは面白い処です。

女子は,熊本女大の手により本大会初めて,関門海峡を越え,火の国熊本の地に優勝がもたらさ

れるものと思います。川上,秋山,田島,山崎の強カカルテットは全参加校の中でも抜群 で, 関

東,関西の上位校と云えども,一ポイントも取ることが出来ないと思います。又,名門福岡女大も

主将久間を中心に中村,中西,大熊とそろえ,調子さえよければ,十分ベスト4を狙らえるものと

思います。

一方,男子シングルスで九州のチャンピオン山本 (北九大)の勝負強さが期待され,それに続く

ファイトの堤,徳重 (熊商大ソ石井 (北九大)スマッシュカのある野田 (西南大)が活躍するもの

と思います。ダブルスでは堤,徳重組,山本,矢野組,石井,勝野組に十分上位を狙 う実力が備わ

っています。

女子シングルスは熊本女大の秋山,田島,山崎の内から優勝者が出るものと思います。その他に

川上,久間もベスト8を うかがっていますよそれに九州のホープ金子 (熊女大)大熊 (福女大)松

本 (西南大)がどの程度戦えるか見ものです。ダブルスは秋山,日島組と山崎,川上組の優勝あら

そいで他に久間,中村組もいいようです。

以上の様に今年の九州は女子でトリプル・ クラウンを狙い,男子はもう少しと云う処ですが,九

州男子の意気を示さんとはりきっています。

今大会の成功と各地区の皆様の御活躍をお祈 り致します。

■■
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